
【障害者、高齢者、若年非就業者等に対する総合的な就労支援】 
・勤労者・仕事支援センターでは、平成23年4月の新宿ここ・から広場への移転に伴い、若年者就労
支援室（あんだんて）の設置、就労移行支援事業所（エール）・就労継続支援B型事業所（スマイ
ル）の開設、高年齢者無料職業紹介所（新宿わく☆ワーク）、無料職業紹介所(ここ・からジョブ新
宿)の開設等、事業規模を拡大し、障害者・高齢者・若年非就業者に対して、相談から就職、定着支
援まで効果的・効率的な支援ができる体制を構築しました。 

 
・平成２４～２７年度の4年間で就職者は計902名、定着支援者数は平成27年度末に２３３名とな
り、一般就労に結びつきにくい方々への支援として、一定の成果を収めています。 
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【障害者、高齢者、若年非就業者等に対する総合的な就労支援】 
・これまで障害者の就労支援事業所の飛躍的な増加や就労定着支援事業の創設、高齢者の継続雇用制
度の導入等、障害者、高齢者の雇用に関する法整備が着実に進められ、雇用を取り巻く環境は大きく
変化しているため、対応が必要です。 

 
・障害者雇用については、就労に結びつかない人への就職相談や就職準備支援はもとより、障害者雇
用の拡大に伴って増え続ける就職後の定着支援について、更なる充実が求められています。 

 
・高齢者については、ニーズの高い職種の求人開拓に加え、より年齢の高い方への職業紹介等、求め
られる支援内容の変化に対応することが必要です。 

 
・若年非就業者の支援については、問題の早期発見とより早い段階からの支援が必要であるとともに、
就労が困難な方については、一般就労以外の多様な生き方を視野に入れた包括的かつ長期的支援が必
要です。 

 
・今後は、これからの時代の変化に対応できるように取り組むべき支援の内容を再構築し、 多様化す
るニーズに柔軟に応じた質の高いサービスを提供し続けることが重要です。 

 
 

 誰もが地域でいきいきと、活躍できるまちをめざします。 

【就労に課題を抱える方に対する支援】 
・各就労支援事業については、時代の変化に対応した事業を展開し、これまで以上に質の高い支援が
実現できるよう、支援の内容を再構築します。 

 
・再構築にあたっては、障害者、高齢者、若年非就業者等、それぞれの分野において、総合的なサー
ビスのあり方を検討します。 

 
・就労に課題を抱える方については、一般就労をゴールとした支援と併せて福祉的支援を行うこと
で、だれもがいきいきとくらし、活躍できるまちを目指します。 

 

目指すまちの姿・状態 
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（図表１ 就労支援実績件数推移） 
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（図表２ 定着支援実績の推移） 
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（公益財団法人新宿区勤労者・仕事支援センター） 


